

























































































































































































































































































































従い DI, MM, EC, PM と表記する。また訳語に関しては『意識に直接与えられたものについての試論』（合田正
人・平井靖史 訳、筑摩書房、2002 年） 『物質と記憶』(合田正人・松本力 訳、筑摩書房、2007 年)『創造的進化』
合田正人・松井久 訳、筑摩書房、2010 年）『思考と動くもの』(河野与一 訳、岩波書店、1998 年)を適宜参照した。 







(4)	『試論』の議論を「心理学的水準」と特徴づけるのは、西山 (2012, 66 頁) においても妥当であると考えられる。
そこでは、『試論』が書かれる前年の講義と推察される『講義録』での心理学に関する講義の記述が引かれている。
心身問題といった形而上学的議論は暫定的に不問に付すという注意が為されている。	
(5)	その代表例として西山は黒田亘 (1992, 87 頁) の議論を引用している。	
(6)	ただし西山は結論において、このような自由行為が行われるのは「いつ」か、という「時宜性」 (西山, 2013, 
105 頁) への考察が『試論』以降の著作検討を通じて必要であることを付言している。	








となるからである。詳細は平井 ( 2011, 8-9 頁)。	
(10)	想起と凝縮は相互排他的なものではなく、前者にも時間的にも論理的にも先行するものとしてこの凝縮を捉
えることの可能性については平井 (2013)	に詳しい。	
(11)	このような凝縮作用の結果として人格形成に関しては平光 (2013, 18-21 頁) にドゥルーズのベルクソン解釈
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